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京都大学三浦・酒谷研究室修士一年

兵庫県出身

みずさき　こうし

京都大学柳沢研究室修士一年

福岡県出身

もり　しょういち

京都大学神吉研究室修士一年
大阪府出身蓮沼岳人、水﨑恒志、森翔一

点群データから認識を探る
ー京町家をスキャンし、活用法を探るー

鍵屋荘 Project

pixel-house

　引っ越したばかりの部屋はどこかよそよそしい。ダン
ボールから荷物を取り出し、並べていくうちに自分の空
間という気持ちが湧いてくる。高齢者福祉施設では、部
屋を入居者の私物で自分の家らしく飾り付けることが有
効という話もある。このように、「自分の空間という感
覚・認識」が（視覚的に）どう生まれるかに興味がある。
　アナログとデジタルを行き来する際のディティールの
欠落は免れない。ここではこの情報量の低下を肯定的に
捉えたい。低解像度化されたパラレルな住空間（＝ pixel 
house) を追体験して、居住者がそこから何を認識するの
かを実験した。

【手法】
・鍵屋荘の点群データを４段階の解像度で間引き、各点に
色情報と球体ボリュームを与えることで、pixel-house =
モザイク的住空間を構築する。
・VR ゴーグルを用いて被験者に pixel-house を解像度の低
い順に体験してもらい、場所を特定できるか、家具やモノ
を認識できるか、その他コメントを記録する。
　鍵屋荘の居住者である M さんと N さん、一度訪れた経
験のある R さんに体験してもらった。また、体験するス
ポットとして玄関・M さんの部屋・N さんの部屋を選択
した。体験者は首を振るなどにより各スポットを見渡すこ
とができる。解像度については隣接点のスパンが 50mm. 
100mm, 200mm, 300mm になるように４段階用意した。

【結果・考察】
全体の結果は図にまとめ右に示す。300mm の段階では ,
空間はボリュームの有無や高さ情報など単なる立体幾何学
的特徴として捉えられ、その後解像度が上がるにつれて、
家具・建具スケールのモノから特定の小物へと順次認識さ
れた。300mm の段階で場所が特定されたのは玄関のみだ
ったが、これは火袋による天井高さやトオリニワの奥行き
など、モノによらない立体幾何学的特徴に富むためだと考
えられる。居住者ではない R さんについては、天井のラ
イトやエアコン、キッチンなど、ある程度工業化・モジュ
ール化された要素をよく認識した。また、N さん自室につ
いて、100mm の解像度にならないと自室でも分からない
のは意外だった。( 水﨑 恒志、プログラム作成 : 森 翔一 )

鍵屋荘について

　鍵屋荘は京都市下京区に位置する裏長屋の一棟である。
2012 年から来訪型のシェアハウスとして利用されてきた
が、2020 年から学生のシェアハウスとして使用されてお
り、2~3 人の学生が居住している。下の図面はスキャン当
時 (2025 年 5 月 ) の居住状態を示している。建築として
は明治 38 年に貸家として三棟建てられたうちの一棟であ
り、周囲の建築群を含めて当時から大きく変化していない。
建物に関する調査は「鍵屋荘調査報告書 ( 樋田 ,2023)」
としてまとめられてる。

本記事について

　点群データは建物の形状を測るのに役立ち、環境や人流
などのシミュレーションに用いられている。私たちの目的
は生活空間や空間認識を点群データや VR を用いて分析す
る手法を模索することである。分析手法を評価するうえで
図面データなどが整っていることは役立つと考える。その
点鍵屋荘は現在も学生が居住しており、調査によって現
状の細かい図面が整っているため活動が行いやすかった。
( 森 翔一 )

図 1 2025 年 5 月時点の鍵屋荘の使われ方
( 鍵屋荘調査報告書より筆者作成 )
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はすぬま・がくと
京都大学大学院工学研究科建築学専攻、三浦・酒
谷研究室修士 1 年、兵庫県出身。VR 技術の進化と、
そこに拓ける新たな可能性に関心を持つ。

みずさき・こうし
同専攻、柳沢研究室修士 1 年、福岡県出身。興味は、
架空の視覚的空間が喚起するイメージと、その知
覚のあり方にある。

もり・しょういち
同専攻、神吉研究室修士 1 年、大阪府出身。思
想や情報などの仮想の存在が現実になる瞬間に関
心を寄せる。

鍵屋荘 Project

点群データから認識を探る
―京町家スキャンデータの活用法―
Deciphering Kyo-machiya: New Perspectives in Point Cloud Data Recognition

Kagiyasou Project
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⑴居住者 1

この参加者の特徴は、鍵屋荘の歴史的変遷に対する深い知
識が反映されていることである。⑨や⑳のように時間軸を
遡る視点でメモを残している。⑮などのメモには建築史研
究の専門性も現れており、改修や変更の履歴を詳細に把握
している。また、③や㉔のメモには実用的な観点も見られ、
居住者としての実体験と研究者としての客観的視点が重な
った結果といえるだろう。
⑵居住者 2

居住者 2 の特徴は、実際に住んでいるからこそ気づく「普
段とは異なる点」への言及が多かったことである。スキャ
ン時の状況を、日常的に見慣れた光景と比較しながらメモ
を残していた。他の参加者と比べてメモ数が少ないのは、
VR に対する耐性が低く、すぐに気分が悪くなったためで

VR による空間視点の抽出

1. 研究の目的と動機
　近年、VR 技術が身近になり、建築分野でも新しい空間体
験の可能性が広がっている。私も以前から VR を使った空
間研究に興味を持っていたが、技術的な壁に阻まれていた。
そんな時、他研究室の友人がシェアハウス「鍵屋荘」を
Matterport で 3D スキャンする機会を得ていることを知っ
た。友人のデータを活用させてもらい、VR 体験を設計する
ことになった。この研究では、様々な背景を持つ人たちに
VR 体験をしてもらい、それぞれがどこに注目し、何を感じ
るかを比べてみたい。住人、一度訪れたことがある人、建
築の知識がない人など、人によって見える景色は全く違う
はずだ。そうした違いを記録し分析することで、空間が持
つ多面的な意味や、そこに重なり合う記憶の層を浮き彫り
にしていきたいと考えている。

2. 実験の手法と目標
　本研究では、「鍵屋荘」を Matterport で 3D スキャンし、
そのデータを基に VR 空間を構築した。参加者が自由に探
索しながら、気になった場所やモノにメモを残せる仕組み
を準備している。実験には、鍵屋荘の現住者、過去に訪れ
た人、建築の専門知識を持たない第三者など、異なる背景
を持つ複数の参加者を招く。同じ VR 空間を体験してもらい、

「どこに注目したのか」「なぜそこに関心を持ったのか」と
いった視点の違いを比較・記録する。住人だからこそ気づ
く痕跡、訪問経験者が感じる懐かしさ、初めて見る人が発
見する新鮮さ—こうした空間を読み解く視点の多様性を浮
かび上がらせることが実験の目標である。同一の VR 空間
上で、異なる人々が何を見て何を見落とすのか。その差異
を観察することで、物理的な空間の特性だけでは捉えきれ
ない、記憶や関係性の層を明らかにできるだろう。

3. 結果と考察
　今回の実験では 6 名中 5 名について、それぞれの背景に
よる空間認識の違いを分析した。（以下、実験の様子）

①

④

②③
1 2

3
5

6

4

①：実際より天井が高く見えるね
②：鏡にカメラが写っているね

③：（冷蔵庫の上に）玉ねぎが置きっぱ
④：エアコン持つきっぱやね

①

⑬

⑭

⑮⑱

⑩ ⑪

⑲

㉑ ㉓
㉔

㉒
⑳

㉙ ㉘
㉗㉚

㉛��
㉖

㉕

⑯

⑰

②
1

3
5

6
7

4

2

①：ドアを付け替えました。
②：なので鍵は付け替えられたものです
③：郵便受けがないので郵便が落ちます
④：記憶無し
⑤：銀閣のお札です
⑥：昔はここにも戸がありました
⑦：ここの壁は隣と共有です
⑧：ここのランプは後からつけました
⑨：昔は井戸でした
⑩：なのでここには釣瓶をかけるところが
あります
⑪：記憶無し
⑫：ここの電気は一階紐が切れてつけな
おした
⑬：釣床があります
⑭：この戸は昔からあります
⑮：京間の部屋に江戸間の戸を入れた
ので余っています
⑯：この戸は新しく入れたものです

⑰：裏に雨戸が置いてあります
⑱：歴代の鍵屋荘の資料が置いてあります
⑲：ここのコンセントは非常に使いづらいです
⑳：ここには戦前のメモ書きがあります
㉑：ここの畳は置き換えました
㉒：なのでスタイロ畳です
㉓：ここの電気は一階紐が切れてつけなおした
㉔：ここは畳が通る隙間があります
㉕：このエアコンは2023年に寄付によりつきました
㉖：ここにも釣床があります
㉗：ここにのぼってくるひとの人影が見えます
㉘：ここの扉を開けていると風がよくとおる
㉙：ここには1960年代のカレンダーがあります
㉚：ここから天井裏が見えます
㉛：この布団タンスはもともとここにあったもので
2012年まで押し入れに入っていて2024年にここに
置かれました
32：これが一階のトオリニワの建具で
33：ここにも京的江戸間の違いがありま

③
⑤

⑥
⑨⑦

⑧④
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ある。ただし、これは実験プログラム上で現実と VR 上の
動きに差があることも一因で、他の参加者も程度の差はあ
れ気分の悪化を訴えており、今後の改善が必要な課題とな
っている。
⑶建築学生 1

建築学生 1 の特徴は、メモの大半がモノに焦点を当てて
いたことである。以前の訪問経験により建物の概要を把握
していたため、細部に注意が向かったと考えられる。
興味深いのは台所にメモを残さなかった点で、これは実験
開始時に開いた扉から部屋を覗いたことで意識がそちらに
先行したためと推察される。また、住民との個人的なつな
がりや自身の研究分野に関するメモも残しており、既存知
識が空間認識に影響していることが分かる。
⑷建築学生 2

建築学生 2 は空間に対する言及が多く、長屋などの日本
建築への関心が背景にあると推測される。以前の訪問時と
は住民が変わっていたため、空間の使い方の変化について
も鋭く観察していた。また、目に留まったモノから連想を
広げてコメントする傾向も見られ、空間を物語として読み
取ろうとする建築学的思考が現れていた。
⑸建築未学者

建築未学者は空間への言及があったものの、建築のルール
を問う素朴な疑問の形をとっていた。住民の生活を想像す
るメモを残すという他にない特徴も示した。特に注目すべ
きは移動経路で、他の参加者が 1 階を順序立てて見回っ
てから 2 階に上がったのに対し、建築未学者は台所の後
に直接 2 階へ向かい、その後 1 階に戻るという独特なパ
ターンを示した。これは台所で階段についてメモを取った
直後の行動であり、その瞬間の興味に導かれる直感的な探
索を表している。専門知識による体系的な空間把握ではな
く、より感覚的な空間体験の現れといえる。

4. まとめ
　以上の分析を通して、居住者は「普段との違い」に着目
し、建築学生は細部のモノに注目しながら空間の変化を読
み取り、建築未学者は直感的に探索するなど、同一空間で
も全く異なる認識パターンを示すことが明らかになった。
ただし、実験を通して大きな課題も浮上した。現実と VR
空間の動きの差異により、多くの参加者が VR 酔いを経験
したのである。これは予想以上に深刻で、せっかくの体験
が途中で中断されるケースも多く、技術的な改善が急務で
あることを痛感した。
それでも、この研究は多様な利用者の視点を考慮した建築
デザインの重要性を示すとともに、VR 技術を用いた空間
体験研究の可能性と課題を明確にできた。VR 酔いの問題
を解決できれば、さらなる発見が期待できるだろう。
( 蓮沼 岳人、プログラム作成 : 森 翔一 )

① ⑧

⑨

⑩⑪⑫
⑬

⑭

⑮⑯

④

⑥⑦

⑤
②③

①：これはTさん（居住者）の？
②：これ（設備）って内側にあるもの？
③：これってどこのお札？
④：これって虫除けのやつ？
⑤：この扉って構造どうなってるの？
⑥：これ（本棚）っていつのやつ？
⑦：これ（本棚）は誰のもの？
⑧：これ（釣床）ってどこの部屋にもある

⑨：（釣床の）裏に何かあるね
⑩：これ（模型）はいつの作品？
⑪：Nさんはいつもこれ（服）を着ているイメージがある
⑫：これ（棚）って前からあったっけ？
⑬：ここ（天井）って隙間があるの？
⑭：これ（イラスト）って製図室のやつ？
⑮：Tさんってここで寝れるの？
⑯：くずし字辞典が枕元にあるのが驚き

1

2
3

4
5

①

⑧

⑨⑩⑪
⑫

⑬

⑭

⑮
⑯⑰

⑱

④

⑥

⑦

⑤
②

③
1 2

3

4

5

6
7

①：台所が土足なんだあ
②：なんだこれ？
③：台所綺麗
④：配線が見えてる
⑤：ものを積みすぎ
⑥：コタツがあるね
⑦：階段が急すぎない？
⑧：花があるね
⑨：ギターがあるね

⑩：音楽系の趣味を持ってる方なのかな
⑪：（棚が）でかい。倒れたら危ない
⑫：このスペースは何？
⑬：机でかいね
⑭：前はこんなに綺麗じゃなかった
⑮：前はここにコップ置いてなかった？
⑯：これは何？
⑰：特に何も思い浮かばない
⑱：いっぱい本があるね

①

⑧

⑨

⑩

⑪ ⑫

⑬
⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳ ㉑

㉒

④

⑥

⑦
⑤

②
③1 2

3
5

6
7

4

①：誰の自転車？
②：靴がいっぱいあるね
③：（天井を見て）吹き抜けがいいね
④：階段が急だね
⑤：気になる床の間
⑥：ここ（床の間）を活用すればもっと
　　オシャレになるのでは？
⑦：誰の本？
⑧：（額縁を見ながら）誰の字？
⑨：（床に）スタートガイドがありますね
⑩：立派なキッチンですね
⑪：わざとらしくスイッチが置いてあるね

⑫：ここにも釣床がありますね
⑬：庭と繋がっていていい部屋ですね
⑭：共用ゴミ箱とかあるの？
⑮：奥のソファも同じシリーズ？
⑯：２階の部屋同士
　　全く違う雰囲気があるね
⑰：（上を見て）すごい量のダンボール
⑱：綺麗な机ですね
⑲：秘密基地みたいな場所で楽しい
⑳：俗っぽい部屋ですね
㉑：ここにも釣床がありますね
㉒：前はベランダに出れた気がする

趣味から始まる “ 文化財との対話 ” に​惹かれる​　　＞


